
軌
は
、
『
字
彙
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
”
い
け
れ
ど
も
、
一
字
彙

補
」
に
初
出
す
る
。

『
字
彙
』
は
明
の
梅
信
柞
撰
、
万
暦
四
二
年
（
一
六
一
五
）
刊
行
さ

れ
、
字
画
を
以
て
分
類
さ
れ
た
最
初
の
字
書
と
、
い
う
。
明
も
最
盛
期

を
越
え
、
漢
字
の
世
界
も
分
化
、
シ
ス
テ
ム
化
が
す
す
ゑ
、
一
画
よ

り
一
七
画
に
至
る
ま
で
、
二
一
四
部
に
列
し
て
三
三
一
七
九
字
を
整

然
と
配
列
。
怪
僻
の
文
字
は
す
べ
て
録
せ
ず
、
整
理
・
省
略
し
た
。

そ
の
後
、
明
は
滅
び
（
一
六
六
一
）
、
情
興
る
や
（
一
六
六
二
）
呉
任

臣
は
先
に
記
録
か
ら
消
し
去
っ
た
怪
僻
、
怪
し
く
正
常
で
な
い
、
僻

み
、
ひ
ね
く
れ
て
、
片
す
桑
に
避
け
退
い
た
字
を
も
収
録
し
て
、

続
補
を
撰
し
、
『
字
彙
補
』
と
し
た
。

私
は
『
字
彙
補
』
を
直
接
披
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
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「
航
」
（
義
未
詳
）
の
解
釈

Ｆ
杉
木
，
一
戊
聿
管

航
が
『
康
煕
字
典
』
に
収
め
ら
れ
て
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
つ

く
り
（
秀
）
、
元
を
説
文
に
よ
っ
て
調
べ
た
。

充
は
、
唐
韻
・
正
韻
に
ジ
ョ
ウ
（
而
朧
切
）
。
韻
会
迄
一
一
ニ
ウ
（
乳

勇
切
）
、
集
韻
に
一
一
↓
一
ウ
（
乳
男
切
）
ま
た
は
ジ
ョ
ウ
（
戎
用
切
）
。

康
煕
字
典
に
よ
る
と
、
充
は
説
文
に
、

散
也
圦
ウ
人
在
屋
下
無
田
事
也
而
朧
切

と
み
え
る
と
い
う
。
ま
た
、
正
字
通
に
そ
れ
ぞ
れ
見
解
が
収
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

改
め
て
、
説
文
を
ひ
く
と
、

と
あ
っ
て
、
冗
は
倣
で
あ
る
。
人
と
家
形
と
に
よ
っ
て
、
人
（
男

性
）
が
昼
日
中
、
屋
根
の
下
、
屋
内
に
い
て
農
作
業
を
営
ん
で
い
な

い
こ
と
、
さ
ら
に
周
害
に
は
、
宮
廷
に
勤
務
し
て
い
て
、
一
時
職
務

を
解
か
れ
て
休
息
し
て
い
る
と
あ
る
。

さ
ら
に
説
文
に
は
、

冗
搬
也
圦
ウ
人
在
屋
下
無
田
事

周
吉
日
宮
中
之
冗
食
而
朧
切
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黄
倉
庚
は
「
ち
よ
う
せ
ん
う
ぐ
い
す
」
の
こ
と
。
こ
の
烏
が
さ
え

ず
り
は
じ
め
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
春
蚕
を
掃
き
た
て
る
と
あ
る
。

『
説
文
解
字
詰
林
』
に
は
、
諸
氏
の
説
を
掲
げ
て
、
離
黄
・
倉
庚

・
商
庚
・
鴎
黄
な
ど
、
地
方
に
よ
っ
て
呼
び
名
が
異
な
る
と
あ
る
。

な
か
で
も
段
注
は
、

広
く
分
布
す
る
地
方
に
よ
っ
て
呼
び
名
の
異
な
る
小
鳥
の
名
を
借

り
て
、
は
な
れ
ば
な
れ
と
い
う
意
味
に
用
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

多
少
の
疑
問
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
康
煕
字
典
を
信
頼
し
て
一
気
に

『
新
字
源
』
に
よ
っ
て
散
を
糸
る
。
も
と
、
竹
を
わ
り
さ
く
、
ひ
い

て
、
ば
ら
ば
ら
に
す
る
意
を
表
し
た
が
、
の
ち
、
肉
（
月
）
と
倣
（
サ

帳
分
離
也
鯆
肝
切

…
分
別
也

刀
で
肉
を
切
り
わ
け
る
。

今
用
鴎
黄
借
離
為
離
別
也

離
黄
倉
庚
也
鳴
則
蚕
生
呂
支
切

ソ
）
、
麻
を
く
だ
き
わ
け
る
意
と
か
ら
成
る
散
に
変
わ
り
、
さ
ら
に

散
の
字
形
と
な
っ
た
。

国
語
学
、
漢
字
学
に
の
め
り
こ
む
こ
と
な
く
、
信
ず
べ
き
字
典
を

信
頼
し
て
、
す
な
お
に
林
を
散
と
う
け
と
め
る
と
、

充
は
、
散
。

几
は
、
兄
（
子
の
か
象
）
の
凡
、
人
の
う
え
に
た
つ
人
。
主
人
（
男
）

が
家
の
中
に
在
っ
て
、
な
す
こ
と
も
な
く
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
て
、
屋

外
、
田
畑
に
で
て
耕
作
に
従
事
し
て
い
な
い
こ
と
。

宮
廷
・
官
庁
の
職
員
に
有
給
休
暇
を
与
え
る
、
ま
た
は
、
予
備
要

員
と
し
て
有
給
職
員
を
召
し
抱
え
て
お
く
こ
と
。
冗
費
・
冗
員
と
同

じ
で
、
む
だ
な
つ
い
え
、
余
分
、
過
剰
を
意
味
す
る
と
理
解
で
き

た
。

結
論

銃
は
、
過
剰
歯
。

歯
列
外
に
位
置
し
て
い
て
、
歯
と
し
て
の
主
た
る
機
能
、
咀
し
室
、

く
を
営
ま
な
い
、
正
常
の
歯
で
は
な
い
歯
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

上
顎
左
右
の
中
切
歯
間
、
正
中
部
口
蓋
に
出
齪
す
る
円
錐
状
過
剰

歯
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
臼
芳
歯
な
ど
歯
列
外
に
孤
立
す

る
過
剰
歯
を
象
か
け
る
。
歯
の
奇
形
で
あ
ろ
う
。
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明
と
清
の
滅
亡
・
興
隆
、
交
替
期
、
異
民
族
間
の
混
血
も
さ
か
ん

で
、
歯
の
奇
形
も
多
発
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
大
阪
市
）
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本
経
は
、
い
わ
ゆ
る
密
教
の
経
典
で
あ
っ
て
、
現
在
の
最
も
代
表

的
な
大
蔵
経
で
あ
る
大
正
新
脩
大
蔵
経
（
全
百
巻
）
の
中
の
「
印
度
撰

述
部
の
中
の
密
教
部
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
経
本
は
、
清
の
雍
正
十
三
年
（
西
暦
一
七
三
五
年
）
に
勅
を
以

っ
て
製
作
さ
れ
た
「
清
版
大
蔵
経
」
（
別
名
「
竜
蔵
」
）
の
一
本
で
あ
る

ら
し
く
、
そ
の
「
経
」
部
に
属
し
、
「
臨
」
の
部
四
十
経
同
函
の
中

の
第
二
冊
目
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
（
実
物
を
展
示
予
定
）
。

こ
の
清
版
大
蔵
経
は
、
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
、
ひ
と
り
京
都
の
竜

谷
大
学
に
の
み
雲
蔵
さ
れ
て
い
る
珍
籍
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
当
本

は
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
、
青
森
県
弘
前
市
の
某
寺
か
ら
、
同
市
内

の
花
田
骨
董
店
に
渡
っ
た
中
の
一
冊
で
あ
る
。

訳
者
、
法
賢
は
、
北
天
竺
、
カ
シ
ミ
ー
ル
出
身
の
梵
僧
で
、
宗
の

嚥
蒋
學
説
救
療
小
児
疾
病
経
の
紹
介

大
高
興
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